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大 学 図 書 館 で 、学 術 書 を 取 り 扱 っ て い る と 、

学 者 の 著 作 に つ い て ひ と つ の 区 分 を 必 要 と す

る よ う な 気 が す る 。  

私 の 専 門 で あ る 経 済 学 に お い て も 、一 口 に

専 門 書 と い っ て 片 付 け る わ け に は い か な い か

ら で あ る 。2 0 世 紀 の 偉 大 な 経 済 学 者 の 一 人 で

あ る J . M .ケ イ ン ズ (1 8 8 3 - 1 9 4 6 年 )は 、 ケ イ ン

ズ の 師 を 追 悼 す る 伝 記 「 ア ル フ レ ッ ド ・ マ ー

シ ャ ル 伝 」(1 9 2 4 年 )に お い て 、ト ゥ リ ー テ ィ

ス (t r e a t i s e )、モ ノ グ ラ フ (m o n o g r a p h )、パ ン

フ レ ッ ト (p a m p h l e t )を 使 っ て マ ー シ ャ ル の 著

作 を 整 理 し よ う と し て い る 。  

ケ イ ン ズ の 著 作 は 、 一 般 的 に 9 冊 で あ り 、

他 に 小 冊 子 6 冊 が あ る と い わ れ て い る 。 ケ イ

ン ズ が 自 著 に ト ゥ リ ー テ ィ ス と 名 付 け た の は 、

『 確 率 論 』 ( 1 9 2 1 年 )、『 貨 幣 論 』 ( 1 9 3 0 年 )の

2 作 で あ る 。  

ケ イ ン ズ を 世 界 的 に 有 名 に し た 著 作 『 平 和

の 経 済 的 帰 結 』( 1 9 1 9 年 )は 、第 1 次 世 界 大 戦

後 の パ リ 講 和 会 議 に お い て 締 結 さ れ た 平 和 条

約 に 、大 蔵 省 の 首 席 代 表 と し て 加 わ り な が ら 、

対 独 賠 償 要 求 が 不 当 な も の で あ る と 指 摘 す る

も 、 無 視 さ れ 、 大 蔵 省 首 席 代 表 を 辞 し て 、 平

和 条 約 の 不 当 を 世 界 に 訴 え た も の で あ る 。

『 条 約 の 改 正 』(1 9 2 2 年 )は 、そ の 続 編 で あ る 。

『 説 得 評 論 集 』( 1 9 3 1 年 )、『 人 物 評 伝 』( 1 9 3 3

年 )は 、タ イ ト ル に エ ッ セ イ と 冠 せ ら れ て い る 。 

『 貨 幣 改 革 論 』 ( 1 9 2 3 年 )に は 、 ト ラ ク ト

( t r a c t )が 冠 せ ら れ て い る が 、 ト ラ ク ト と は 、

辞 書 に 「 (特 に 宗 教 上 ・ 政 治 上 の )小 冊 子 、 パ

ン フ レ ッ ト 」 と あ る 。  

ケ イ ン ズ の 上 記 7 著 作 以 外 の 残 り の 2 著 作

は 、『 イ ン ド の 通 貨 と 金 融 』 (1 9 1 3 年 )、 彼 の

代 表 作 と い わ れ る 『 雇 用 ・ 利 子 お よ び 貨 幣 の

一 般 理 論 』 ( 1 9 3 6 年 )で あ る 。  

ケ イ ン ズ の 著 作 が 9 冊 で あ り 、 小 冊 子 が 6

冊 で あ る と 、 一 般 的 な 分 類 を 紹 介 し た が 、 出

版 さ れ た 以 上 、 著 作 、 小 冊 子 と し て 区 分 す る

の は 不 適 当 で あ り 、 ケ イ ン ズ の 本 と し て 一 括

し て 処 理 す べ き で あ ろ う 。  

ケ イ ン ズ の 言 う ト ゥ リ ー テ ィ ス は 、 大 部 な

体 系 的 専 門 書 、 モ ノ グ ラ フ は 、 専 門 書 、 そ れ

以 外 の 書 は 、ケ イ ン ズ の 場 合 、小 冊 子 を 含 め 、

啓 発 書 と 理 解 す べ き で は な い か と 思 う 。  

ケ イ ン ズ が 、 マ ー シ ャ ル の 著 作 の 分 類 で 示

し た ト ゥ リ ー テ ィ ス 、 モ ノ グ ラ フ 、 パ ン フ レ

ッ ト の 区 分 に よ れ ば 、 ケ イ ン ズ の 貨 幣 論 の 専

門 書 (モ ノ グ ラ フ )は 『 イ ン ド 通 貨 と 金 融 』、

『 雇 用 ・ 利 子 お よ び 貨 幣 の 一 般 理 論 』 の 2 冊

で あ る 。  

 

*写 真 左 :『 貨 幣 論 』 ( 1 9 3 0 年 )、『 雇 用 ・ 利 子 お よ び 貨 幣 の 一 般 理 論 』 ( 1 9 3 6 年 )  

*写 真 右 :『 イ ン ド の 通 貨 と 金 融 』 ( 1 9 1 3 年 )
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メ デ ィ ア セ ン タ ー と しメ デ ィ ア セ ン タ ー と しメ デ ィ ア セ ン タ ー と しメ デ ィ ア セ ン タ ー と し て のて のて のて の 図 書 館図 書 館図 書 館図 書 館     

人 間 文 化 学 部  

メ デ ィ ア 情 報 文 化 学 科 講 師   中 橋中 橋中 橋中 橋     雄雄雄雄     

 

皆 さ ん は 、 図 書 館 の 役 割 に つ い て 考 え た こ と

が あ り ま す か ？ 日 本 で は 、 人 々 の 読 書 離 れ が 問

題 に な っ て 久 し く 、 新 聞 な ど で も 「 本 を 読 み ま

し ょ う 」 と い う 広 告 を 目 に す る 機 会 が 多 く あ り

ま す 。 書 籍 を 読 も う と 思 っ て も 、 自 分 が ど の よ

う な ジ ャ ン ル の 書 籍 が 好 み な の か わ か ら な い と

い う 人 も い る の で は な い で し ょ う か 。 自 分 の 好

み に 合 う か ど う か わ か ら な い け れ ど 新 し い ジ ャ

ン ル に 挑 戦 し た い と き や 、 書 店 で 購 入 す る ほ ど

で は な い か も し れ な い と い う と き に 、 図 書 館 の

書 籍 な ら 気 軽 に 手 に し て 読 む こ と が で き ま す ね 。

書 籍 の 閲 覧 ・ 貸 出 が で き る こ と は 、 図 書 館 の 大

き な 役 割 の ひ と つ で あ る と い え ま す 。 し か し 、

そ れ だ け で は あ り ま せ ん 。古 く か ら 、図 書 館 は 、

人 々 が 必 要 と す る 情 報 を 収 集 し 、 整 理 し 、 保 存

す る と い う 「 知 の 集 積 場 」 で あ り 、 知 に よ っ て

人 と 人 を 結 び つ け る メ デ ィ ア セ ン タ ー と し て の

役 割 を 担 っ て き ま し た 。  

人 は １ 人 で 生 き て い く こ と が で き ま せ ん 。 人

は 他 人 に 情 報 を 伝 達 す る こ と 、 つ ま り コ ミ ュ ニ

ケ ー シ ョ ン を は か る こ と で 社 会 的 な 営 み を 行 い

ま す 。 そ の た め に 、 人 間 は 言 葉 を 生 み 出 し 、 文

字 を 発 明 し ま し た 。 そ し て 、 文 字 を 記 憶 し 、 保

存 す る た め に 粘 土 や パ ピ ル ス 、 羊 皮 、 木 、 亀 の

甲 、 布 な ど を 用 い た 時 代 を 経 て 、 紙 を 発 明 し ま

し た 。 さ ら に は 、 グ ー テ ン ベ ル グ の 印 刷 術 の 発

明 に よ り 、 情 報 を 多 く の 人 に 広 く 伝 達 す る こ と

が 可 能 に な り ま し た 。 こ の よ う な 情 報 伝 達 技 術

の 進 展 に よ り 、 人 々 が や り 取 り す る 情 報 量 は 飛

躍 的 に 増 大 し ま し た 。 ま ず 、 情 報 を 記 録 す る こ

と で 遠 く の 人 に 情 報 伝 達 で き る よ う に な り ま し

た 。 ま た 、 時 代 を 越 え て 後 世 に 情 報 伝 達 で き る

よ う に な り ま し た 。さ ら に 、記 録 さ れ た 情 報 は 、

時 代 を 積 み 重 ね る に つ れ て 人 々 が 社 会 的 ・ 文 化

的 な 営 み を 行 う た め の 知 恵 と し て 蓄 積 さ れ て き

ま し た 。 図 書 館 は 、 こ の よ う な 距 離 や 時 間 の 概

念 を 越 え て 、 情 報 を 収 集 し 、 整 理 し 、 保 存 す る

「 知 の 集 積 場 」 と し て 重 要 な 役 割 を 果 た し て き

た の で す 。  

情 報 伝 達 を 媒 介 す る も の 、 情 報 の 乗 り 物 を

「 メ デ ィ ア 」 と い い ま す 。 現 代 社 会 に お い て 、

私 た ち は 、 メ デ ィ ア と 接 触 す る こ と な し に 生 活

す る こ と は 不 可 能 で す 。 私 た ち は 、 行 っ た こ と

の な い 海 外 の 景 色 や 文 化 を 知 っ て い ま す 。ま た 、

戦 国 時 代 の 武 将 の 名 前 や 社 会 背 景 を 知 っ て い ま

す 。 そ の よ う な 、 私 た ち が 「 常 識 」 で あ る と 考

え て い る こ と で さ え 、 メ デ ィ ア か ら 得 た 情 報 で

あ る こ と が ほ と ん ど で す 。 メ デ ィ ア と 呼 ば れ る

も の に は 、様 々 な も の が あ り ま す 。新 聞 、雑 誌 、

テ レ ビ 、 ラ ジ オ な ど 、 情 報 を 伝 達 す る 社 会 シ ス

テ ム を メ デ ィ ア

と 呼 び ま す 。 ま

た 、 イ ン タ ー ネ

ッ ト や 携 帯 電 話

も 、 人 と 人 の 情

報 の や り 取 り を

媒 介 す る メ デ ィ

ア で す 。そ し て 、

書 籍 も 重 要 な メ

デ ィ ア の ひ と つ で す 。  

最 近 で は 、 図 書 館 を メ デ ィ ア セ ン タ ー と 呼 ぶ

大 学 が 増 え て き ま し た 。 情 報 の 形 式 が 多 様 化 し

て い る 今 日 で は 、 情 報 を 収 集 し 、 整 理 し 、 保 存

す る 「 知 の 集 積 場 」 と い う 役 割 か ら す る と 、 書

籍 の み を 扱 う だ け で は 十 分 と は 言 え な い か ら で

す 。 図 書 館 は 、 書 籍 に よ る 調 査 研 究 の 場 に と ど

ま ら ず 、 映 像 機 器 ・ コ ン ピ ュ ー タ 等 さ ま ざ ま な

メ デ ィ ア に よ る 情 報 提 供 の 場 と し て の 役 割 が 求

め ら れ て い ま す 。 実 物 、 模 型 、 標 本 、 視 聴 覚 資

料 （ 例 え ば 、 ス ラ イ ド 、 録 音 テ ー プ 、 CD、 ビ デ

オ 、D V D、マ ル チ メ デ ィ ア ）な ど 、様 々 な 形 態 の

メ デ ィ ア を 取 り 扱 っ て い く 必 要 が あ る と い え ま

す 。 本 学 の 図 書 館 で も 、 日 々 、 こ う し た メ デ ィ

ア の 集 積 が 進 ん で お り 、 メ デ ィ ア セ ン タ ー と し

て の 機 能 を 備 え る よ う に な っ て き ま し た 。  

イ ン タ ー ネ ッ ト か ら 得 た 情 報 の 信 憑 性 を 確

認 す る た め に 書 籍 を 活 用 す る こ と は 重 要 で す 。
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逆 に 、 書 籍 で 得 た 情 報 を も と に 、 幅 広 く イ ン タ

ー ネ ッ ト 上 の 情 報 を 収 集 し て 知 の 探 求 を し て い

く こ と も で き ま す 。 多 様 な メ デ ィ ア の 形 式 は 、

相 互 に 補 完 す る 関 係 に あ る の で す 。図 書 館 に は 、

普 通 の 書 店 に は 置 い て い な い 様 々 な 省 庁 や 研 究

機 関 か ら 出 版 さ れ た 統 計 デ ー タ や 白 書 も 所 蔵 さ

れ て い ま す 。 私 た ち は 、 普 段 、 テ レ ビ や イ ン タ

ー ネ ッ ト 、 新 聞 な ど で 、 こ れ ら の 資 料 か ら 得 た

デ ー タ を 分 析 し た ニ ュ ー ス や 記 事 を 目 に し て い

ま す 。こ れ か ら 社 会 に 出 て 活 躍 す る 皆 さ ん に は 、

こ れ ら の ニ ュ ー ス や 記 事 の 元 で あ る 統 計 デ ー タ

や 白 書 を 読 み 解 く 能 力 も 身 に つ け て ほ し い と 思

い ま す 。 そ し て 、得 ら れ た 情 報 を 自 ら 再 構 成 し

て 、 表 現 ・ 発 信 し 、 豊 か な 社 会 を 形 成 で き る 力

量 を 身 に つ け る た め に 、 メ デ ィ ア セ ン タ ー と し

て の 図 書 館 を 活 用 し て い っ て ほ し い と 思 い ま す 。 

 

 

 図 書 館 に 入 っ て 左 手 に ま っ す ぐ 進 ん で い く と 、 学 習 図 書 室 が あ り ま す 。  

 こ こ に は 、 最 新 の 統 計 資 料 や 、 白 書 が あ り 、 書 庫 に は そ れ ら の バ ッ ク ナ ン バ ー も 保 存 さ れ て い

ま す 。 ぜ ひ 活 用 し て く だ さ い ね 。  

 

 

 

 

教 員 著 作 寄 贈 図 書教 員 著 作 寄 贈 図 書教 員 著 作 寄 贈 図 書教 員 著 作 寄 贈 図 書     ( 2 0 0 6 年 度 )         

 

【 人 間 文 化 学 部 】  

○ 篠 田 昭 夫 教 授  

チ ャ ー ル ズ ・ デ ィ ケ ン ズ  

『 人 生 の 戦 い :一 つ の 愛 の 物 語 』  

(篠 田 昭 夫 訳 、成 美 堂 、19 9 0 年 )【 9 3 3 . 6 / D】 

『 チ ャ ー ル ズ ・ デ ィ ケ ン ズ と ク リ ス マ ス 物  

の 作 品 群 』(溪 水 社 、1 9 9 4 年 )【 9 3 0 . 2 6 8 / S】 

『 魂 の 彷 徨 :デ ィ ケ ン ズ 文 学 の 一 面 』  

(溪 水 社 、 19 9 8 年 )【 9 3 0 . 2 6 8 / S】 

 

○ 青 野 篤 子 教 授  

『 フ ェ ミ ニ ス ト 心 理 学 を め ざ し て  

:日 本 心 理 学 会 シ ン ポ ジ ウ ム の 成 果 と 課 題 』  

(か も が わ 出 版 、 2 0 0 6 年 )【 1 4 3 . 1 / A】  

 

【 工 学 部 】  

○ 芳 賀 保 夫 名 誉 教 授  

『 住 宅 建 築 の 不 同 沈 下 障 害 を 防 ぐ 』  

      (ふ く ろ う 出 版 、2 0 0 6 年 )【 5 1 1 . 2 5 / H】 

『 木 造 住 宅 リ フ ォ ー ム 工 事 の 手 引  

:ト ラ ブ ル に 巻 込 ま れ な い た め に 』 

(五 月 書 房 、 20 0 6 年 )【 5 2 7 / H】 

 

【 生 命 工 学 部 】  

○ 乾 靖 夫 教 授  

『 魚 の 変 態 の 謎 を 解 く 』  

(成 山 堂 書 店 、20 0 6 年 )【 6 6 3 . 8 / I】 

 

【 薬 学 部 】  

○ 小 野 行 雄 教 授  

『 薬 学 物 理 化 学 (第 4 版 )』  

(廣 川 書 店 、20 0 4 年 )【 4 3 1 / O】 

                

 

ご 恵 贈 い た だ き あ り が と う ご ざ い ま し た 。こ の 場 を 借 り て お 礼 申 し 上 げ ま す 。 

図 書 館 で は 、 本 学 教 員 著 作 図 書 を 収 集 し て お り ま す 。 図 書 を 出 版 さ れ た 時 に

は 是 非 ご 協 力 く だ さ い 。 よ ろ し く お 願 い い た し ま す 。  
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思思思思 いいいい 出出出出 のののの 本本本本     

経 済 学 部  税 務 会 計 学 科 教 授   泉泉泉泉     潤 慈潤 慈潤 慈潤 慈     

 

思 い 出 の 本 を い く つ か 紹 介 し た い 。  

経 済 学 で は 、 サ ム エ ル ソ ン 『 サ ム エ ル ソ ン 経

済 学 (上 ・ 下 )』 (都 留 重 人 訳 、 岩 波 書 店 、 19 6 8

年 )が あ る 。  

そ の 内 容 は 「 第 1 部 、 基 礎 的 な 経 済 概 念 と 国

民 所 得 」「 第 2 部 、 国 民 所 得 の 決 定 と そ の 変 動 」

「 第 3 部 、国 民 生 産 物 の 構 成 と 価 格 付 け 」「 第 4

部 、 所 得 の 分 配 ― 生 産 要 素 の 価 格 付 け 」「 第 5

部 、国 際 貿 易 と 国 際 金 融 」「 第 6 部 、現 在 の 経 済

問 題 」 と な っ て い る 。  

香 川 大 学 理 論 経 済 学 研 究 会 で の 勉 強 会 の 教

材 と し て 使 用 さ れ た と 記 憶 し て い る 。 毎 回 レ ポ

ー タ ー が 青 焼 き （ 感 光 紙 に よ る ） の コ ピ ー で 報

告 書 を 作 成 し て い た 。  

分 担 し て 報 告 を す る わ け で あ る が 、 お か げ で 、

読 み 進 め る こ と が で き た 。 経 済 学 の 概 要 が 理 解

で き た よ う に 思 う 。  

財 政 学 で は 、井 藤 半 彌『 財 政 学 』(千 倉 書 房 、

1 9 6 9 年 )  を 熟 読 し た (現 物 は 残 念 な が ら 、 所 蔵

し て い な い 。写 真 は 本 学 附 属 図 書 館 所 蔵 の 1 9 8 0

年 版 で あ る 。)。国 家 公 務 員 試 験 の 受 験 勉 強 の 参

考 書 と し て 有 名 な 本 で あ っ た と 記 憶 し て い る 。  

福 山 大 学 に 就 任 す る 前 は 、3 2 年 間 国 税 庁 等 に

勤 務 し て い た が 、金 子 宏『 租 税 法 』(弘 文 堂 、1 9 7 6

年 )  は 、 税 務 大 学 校 の 税 務 理 論 研 修 の 際 の 教 材

と し て 使 用 さ れ た と 記 憶 し て い る 。 租 税 法 を 体

系 的 に ま と め た も の で 、当 時 、初 版 で 本 文 は 4 9 0

頁 で あ っ た (現 在 第 12 版 が 発 行 さ れ て い る 。 本

文 は 78 2 頁 と な っ て い る 。)。信 義 則 ＜ 信 義 、誠

実 (T r e u  u n d  G l a u b e n )； 禁 反 言 (e s t o p p e l )＞ 、

収 入 金 額 と 必 要 経 費 、 同 族 会 社 の 行 為 ・ 計 算 の

否 認 、 相 続 税 等 に 関 心 を 持 っ て 勉 強 し た よ う で

あ る 。  

今 は 、 こ の 本 を 大 学 院 や 学 部 の 演 習 等 で 活 用

し て い る 。  

な お 、 税 務 大 学 校 の 会 計 学 の 研 修 で は 、 飯 野

利 夫 『 財 務 会 計 論 (改 訂 版 )』 (同 文 館 、 19 9 0 年 )  

を 教 材 と し て 勉 強 し た 。 今 も 折 に ふ れ て 活 用 し

て い る 。  

金 子 宏 『 租 税 法 （ 初 版 ）』 の 目 次 は 、 全 5 編

か ら な り 、下 記 の と お り で あ る 。（ 第 1 2 版 で は 、

第 2 編 第 2 章 が 「 課 税 要 件 総 論 」 と な っ て い る

以 外 は 初 版 と 同 じ で あ る 。）  

 第 1 編  租 税 法 序 説  

第 1 章  租 税 の 意 義  

第 2 章  租 税 法 の 意 義 と 特 質  

第 3 章  わ が 国 に お け る 租 税 制 度 の 発 達  

第 4 章  租 税 法 の 基 本 原 則  

第 5 章  租 税 法 の 法 源 と 効 力  

第 6 章  租 税 法 の 解 釈 と 適 用  

 第 2 編  租 税 実 体 法  

第 1 章  序 説  

第 2 章  課 税 要 件 （ 総 説 ）  

第 3 章  課 税 要 件 各 論  

第 4 章  納 税 義 務 の 成 立・承 継 お よ び 消 滅  

第 5 章  附 帯 税  

第 6 章  納 税 者 の 債 権 （ 還 付 請 求 権 ）  

 第 3 編  租 税 手 続 法  

第 1 章  序 説  

第 2 章  租 税 確 定 手 続  

第 3 章  租 税 徴 収 手 続 （ 1） ― 納 付 と 徴 収  

第 4 章  租 税 徴 収 手 続 （ 2） ― 滞 納 処 分  

 第 4 編  租 税 争 訟 法  

第 1 章  総 説  

第 2 章  租 税 不 服 申 立  

第 3 章  租 税 訴 訟  

 第 5 編  租 税 処 罰 法  

第 1 章  租 税 罰 則 法  

第 2 章  租 税 犯 則 調 査 お よ び 通 告 処 分
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こ こ で 紹 介 さ れ た 図 書 は 本 学 の 図 書 館 で も 所 蔵 し て い ま す 。 ど う ぞ 手 に と っ て み て 下 さ い 。  

P .サ ム エ ル ソ ン 『 サ ム エ ル ソ ン 経 済 学 (上 )』 (都 留 重 人 訳 、 岩 波 書 店 、 19 9 2 年 )【 3 3 1 . 7 4 / S /上 】  

P .サ ム エ ル ソ ン 『 サ ム エ ル ソ ン 経 済 学 (下 )』 (都 留 重 人 訳 、 岩 波 書 店 、 19 9 3 年 )【 3 3 1 . 7 4 / S /下 】  

井 藤 半 彌 『 財 政 学 』 (千 倉 書 房 、 19 8 0 年 )【 3 3 1 / I】  

金 子 宏 『 租 税 法 (第 1 2 版 )』 (弘 文 堂 、 2 0 0 7 年 )【 3 4 5 . 1 2 / K】  

飯 野 利 夫 『 財 務 会 計 論 (3 訂 版 )』 (同 文 館 出 版 、 19 9 3 年 )【 3 3 6 . 9 / I】  

 

 

 

 

図 書 館 体 験図 書 館 体 験図 書 館 体 験図 書 館 体 験     

 

 職 場 体 験 学 習 「 チ ャ レ ン ジ ・ ウ ィ ー ク ふ く や

ま 」 が 8 月 2 1 日 か ら 24 日 ま で 実 施 さ れ 、 福 山

大 学 に は 大 成 館 中 学 校 か ら 5 人 の 明 る く 元 気 な

中 学 生 が 訪 れ ま し た 。  

 そ し て 、初 日 の 8 月 21 日 は 附 属 図 書 館 で の 職

場 体 験 が 行 わ れ 、 図 書 の 受 入 ・ 登 録 ・ 整 理 、 閲

覧 、 薬 学 部 分 館 で の 業 務 、 蔵 書 点 検 等 を 体 験 し

て も ら い ま し た 。  

  

小小小小     川川川川 さ んさ んさ んさ ん        私 は 今 回 、 図 書 館 の 仕 事 が

ど ん な も の か 、 少 し 知 る こ と が で き ま し た 。  

 初 め 図 書 館 の 仕 事 は 、 本 棚 に 並 べ て あ る 本 だ

け を 整 理 す れ ば い い だ け な の か な ？ と 思 っ て い

ま し た 。 で も 本 当 は 新 し い 本 を 置 く た め に 一 冊

ず つ 番 号 を つ け た り す る 仕 事 が あ っ て 地 道 で 大

変 な 仕 事 な ん だ と い う こ と を 知 る こ と が で き ま

し た 。  

 作 業 は 一 日 だ け だ っ た け ど 、 と て も よ い 一 日

に な り ま し た 。  

小小小小     林林林林 さ んさ んさ んさ ん         私 は こ の 職 場 体 験 を 通 し て

学 ん だ こ と は 、「 働 く 」こ と の 大 変 さ で す 。単 に 、

図 書 館 と い っ て も 、本 の 貸 出・返 却 は も ち ろ ん 、

ハ ン デ ィ ス キ ャ ナ を 使 っ て の 蔵 書 点 検 や 本 の 整

理 な ど た く さ ん の 仕 事 が あ る こ と を 知 り ま し た 。

こ こ で 学 ん だ こ と を 忘 れ ず 、 将 来 の 仕 事 に 役 立

て た い で す 。  

美美美美     藤藤藤藤 さ んさ んさ んさ ん               私 が 一 番 楽 し か っ た こ と は 、

蔵 書 点 検 で す 。 ハ ン デ ィ ス キ ャ ナ で 「 ピ ッ 」 っ

て し ま し た 。で も 、エ ラ ー も た く さ ん し ま し た 。

次 に 楽 し か っ た の は 、 薬 草 園 で の ア ロ エ ベ ラ の

植 付 け で す 。 ス コ ッ プ で 、 ア ロ エ を ほ り お こ す

の は た い へ ん で し た 。 で も 、 ま た や っ て み た い

と 思 い ま し た 。  

横横横横     山山山山 さ んさ んさ んさ ん          私 が 、 図 書 館 に 行 っ て 、 一

番 感 動 し た こ と は 、 動 く 本 棚 で す 。 な ぜ な ら あ

ん な ス ゴ イ 物 を 今 ま で 見 た こ と が な か っ た か ら

で す 。 ハ イ テ ク ！ っ て 思 い ま し た 。 そ し て 、 労

働 体 験 で 思 っ た の が 、 本 が 図 書 館 に 並 ぶ ま で 、

こ ん な に い ろ い ろ な 作 業 を し な け れ ば い け な い

ん だ な ぁ と い う こ と で す 。 本 当 に 楽 し か っ た で

す 。  

渡渡渡渡     邊邊邊邊 さ んさ んさ んさ ん          4 日 間 、い ろ い ろ な 体 験 を さ

せ て も ら い ま し た 。 図 書 館 で の 蔵 書 点 検 、 薬 草

園 で の 草 取 り や 鉢 の 植 え か え な ど 、 私 が し た の

は ほ ん の 一 部 だ っ た け ど 、と て も つ か れ ま し た 。

で も と て も 楽 し か っ た で す 。 仕 事 の 大 変 さ な ど

た く さ ん の 事 を 学 び ま し た 。  
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読読読読 みみみみ 終終終終 え るえ るえ るえ る 楽楽楽楽 し みし みし みし み     

工 学 部 電 子 ・ 電 気 工 学 科 教 授   安 藤安 藤安 藤安 藤     詔 生詔 生詔 生詔 生     

 

附 属 図 書 館 よ り 、 図 書 館 や 書 籍 の 講 読 に つ い

て の 文 を 書 く よ う 依 頼 を 受 け た 。 あ ま り 書 物 を

読 む 習 慣 が 無 い 私 に は 、 荷 の 重 い 課 題 で あ る 。

し か し 、 図 書 館 に 行 け ば 、 い ろ い ろ な 分 野 の 書

籍 が あ る と の 安 心 感 を い た だ い て い る 一 員 と し

て 、 寄 稿 も や む を 得 な い と 書 き 始 め た 。  

5 月 に 附 属 図 書 館 よ り い た だ い た 貸 出 リ ス ト

に よ る と 、 利 用 の 少 な い と 思 っ て い た 私 も 1 6 0

冊 以 上 の 書 籍 を 借 り て 、 活 用 さ せ て い た だ い て

い る 。 殆 ど が 専 門 分 野 の 書 籍 で 、 専 門 外 の 書 籍

の 少 な さ が 思 い 知 ら さ れ る 。 リ ス ト で 書 籍 を 分

類 す る と 、 授 業 や 卒 業 研 究 に 関 す る 基 礎 科 目 の

「 電 気 磁 気 学 」関 連 が 40 冊 と 多 く 、電 気 応 用 分

野 の「 モ ー タ ー 」関 連 が 3 0 冊 、モ ー タ ー の「 制

御 技 術 」関 連 が 20 冊 、理 論 計 算 や 実 験 デ ー タ 処

理 の た め の 「 数 値 計 算 」 関 連 が 30 冊 、 そ の 他

4 0 冊 と な っ て い た 。こ れ ら の 中 に は 、か な り 読

み こ ん だ 本 、 章 や 節 の 一 部 を 少 し 読 ん だ だ け の

本 、 少 な い 字 数 で 上 手 く ま と め て い る と 感 心 さ

せ ら れ た 本 、 説 明 不 足 だ と 文 句 を つ け な が ら 対

話 形 式 で 読 ん だ 本 も あ る 。 し か し 、 大 半 は 一 寸

眺 め て 積 み 上 げ て い る だ け で あ る 。 学 生 時 代 の

試 験 前 夜 に は 、 分 か ら な く て 嫌 い で も 、 繰 り 返

し て 読 む 経 験 を さ せ て い た だ い た 。 お か げ で 、

現 在 は 、 理 解 で き な い 書 籍 に つ い て も 、 投 げ 出

す だ け で な く 、 章 や 節 を 眺 め 、 時 に 文 句 や 対 話

を 楽 し む こ と が で き る 様 に な っ た 。 積 み 上 げ の

本 は 、 図 書 館 へ 返 却 す べ き だ が 、 安 心 感 を い だ

く た め に 身 近 に 置 か せ て も ら っ て い る 。  

専 門 外 の 書 物 に つ い て は 、 読 書 の 習 慣 が つ い

て い な い の で 、 本 屋 に 立 ち 寄 る こ と も 、 県 や 市

の 図 書 館 に 立 ち 寄 る こ と も ま れ で あ る 。家 内 や 、

今 は 独 立 し て 留 守 に な っ た 娘 の 書 棚 の 本 を 時 に

見 る 程 度 で あ る 。 こ の 半 年 で 、 目 を 通 し た 本 に

つ い て 紹 介 し よ う と 思 う 。 娘 の 中 学 生 の 頃 の 本

と 思 わ れ る 講 談 社 発 行 の 少 年 少 女 古 典 文 学 館 第

1 巻 、 橋 本 治 『 古 事 記 』 を 何 気 な く 手 に 取 っ て

み た 。 こ の 年 齢 で と 少 し 抵 抗 感 は あ っ た が 、 神

話 の 部 分 が 物 語 風 に 書 か れ て い た の で 何 と か 読

み 終 え た 。 少 し も の 足 り な っ た の で 、 本 屋 に よ

っ て 、『 古 事 記 』の 書 物 を 眺 め て み た 。私 の 手 に

負 え る 代 物 で は な く あ き ら め か け た が 、 口 語 調

で 書 か れ て い る 文 春 文 庫『 口 語 訳 古 事 記 』(三 浦

佑 之 訳・注 釈 )の 神 代 篇 と 人 代 篇 を 帰 宅 途 中 の 書

店 で 見 つ け た の で 購 入 し た 。 読 み 始 め る と 、 全

く 記 憶 か ら 消 え て い た 五 柱 の 神 様 、 少 し 記 憶 に

残 っ て い る 「 い ざ な ぎ 、 い ざ な み 」 の 伝 承 、 続

い て 多 く の 天 皇 や 貴 族 （ 連 、 臣 、 県 主 、 国 造 な

ど ）の 伝 承・系 図 の こ と が 書 き 連 ね ら れ て い た 。

次 々 に 生 ま れ 出 る 神 様 や 貴 族 の 名 前 な ど 覚 え ら

れ ず 、 本 来 な ら 、 積 み 上 げ 放 置 の 本 と な る と こ

ろ だ が 、 辛 抱 強 く な っ た も の で 、 文 字 を 眺 め 続

け る こ と が で き た 。こ れ は 、「 あ ま て ら す 、す さ

の お 、 お お く に ぬ し 」 な ど の 神 々 、 故 郷 の 小 社

の 祭 神 「 す く な ひ こ な 」、「 や ま と た け る 、 推 古

天 皇 」 と 聞 き 覚 え の あ る 名 前 が で て き た こ と に

よ る も の と 思 わ れ る 。 ま た 、 年 代 や 地 名 が 分 か

ら な い 、 名 前 が 長 す ぎ る 、 童 話 の よ う な 和 や か

さ が 無 い な ど と 、 文 句 を 楽 し め た こ と に よ る と

思 わ れ る 。上 巻（ か み つ ま き ）、中 巻（ な か つ ま

き ）、下 巻（ し も つ ま き ）の 全 巻 を 読 み 終 え た と

の 達 成 感 は 得 ら れ な か っ た が 、 目 を 通 し 終 え た

と の 気 分 だ け は 得 る こ と が で き た 。  

学 生 さ ん に は 、 説 明 不 足 で 分 か り に く い と 文

句 を つ け な が ら で も 教 科 書 を 読 み 終 え る こ と を

お 勧 め す る 。 小 説 の 場 合 と 違 っ て 、 分 か ら な い

で は す ま さ れ な い の で 繰 り 返 し て 読 む こ と や 他

の 参 考 書 が 必 要 に な る か も し れ な い が 。 読 書 に

は 、 知 識 や 情 感 、 語 彙 や 表 現 力 を 身 に つ け る こ



福 山大学 図書館 報                                第 5 号  

- 7 -

 

と や リ ラ ッ ク ス す る な ど 、 目 的 の あ る 読 み 方 も

あ る 。 し か し 、 何 気 な く 目 に つ い た 本 で も 、 読

み 終 え る こ と で 何 か を 得 る こ と が で き る と 思 う 。

今 後 、 漢 字 、 仮 名 の 多 い 『 古 事 記 』 を 見 た 時 、

挑 戦 し た く な る か も し れ な い 。 関 連 あ る か ど う

か は 不 明 だ が 、 講 談 社 発 行 の 吉 田 敦 彦 『 日 本 神

話 の 源 流 』 を 購 入 し て い た 。 余 談 だ が 、 3 月 末

に 病 院 の お 世 話 に な っ た 。 退 院 後 、 娘 の 書 棚 に

あ っ た 文 藝 春 秋 発 行 の 奥 田 英 郎『 空 中 ブ ラ ン コ 』

を 読 み 、 医 者 と 患 者 の 長 閑 な や り と り よ り 、 和

や か な 気 分 を 味 わ わ せ て 頂 い た 。 図 書 館 や 書 店

に 寄 っ た 時 、 対 人 関 係 の 多 い お 医 者 さ ん の 書 か

れ た 小 説 に 手 を つ け 始 め る か も し れ な い 。  

    

    

    

 

も の 知 り 博 士 ＆ も の 知 ら ず 博 士     

生 命 工 学 部  生 物 工 学 科 教 授   山 本山 本山 本山 本     覚覚覚覚  

    

私 が 子 ど も の 頃 、“ も の 知 り 博 士 ” と い う 子

ど も 番 組 が Ｎ Ｈ Ｋ で 放 映 さ れ て い た 。 不 思 議 な

こ と や 分 か ら な い こ と に つ い て 、 子 ど も た ち が

尋 ね る と 、 ケ ペ ル 先 生 と い う 人 形 の も の 知 り 博

士 が 何 で も 教 え て く れ る と い う 構 成 で あ っ た 。

当 時 、 小 学 生 で あ っ た 私 も 、 両 親 に あ れ や こ れ

や と 尋 ね て 、何 で も 教 え て も ら っ た 記 憶 が あ る 。

大 人 は 何 で も 知 っ て い る と 思 い 込 ん で い た 。  

そ れ か ら 4 0 年 近 い 時 が 流 れ 、世 間 の 常 識 も 随

分 変 化 し た 。 最 近 の Ｔ Ｖ 番 組 に は 驚 か さ れ た 。

何 も 知 ら な い 芸 能 人 を ネ タ に し た 番 組 で あ っ た 。

番 組 は 司 会 者 が 問 題 を 出 し 、“ も の 知 ら ず 博 士 ”

を 自 認 す る 芸 能 人 た ち が 解 答 を す る と い う ク イ

ズ 形 式 で 進 行 し て い く 。 問 題 と 解 答 を い く つ か

紹 介 し よ う 。“ 鳴 か ぬ な ら 、鳴 く ま で 待 と う ホ ト

ト ギ ス と 形 容 さ れ る 武 将 は 誰 ？ ” と い う 問 題 に

対 す る 解 答 が“ 徳 永 英 明 ”と か“ 徳 永 家 康 ”。 “ 世

界 で 一 番 面 積 の 小 さ な 国 の 名 前 は ” と い う 問 題

に 対 す る 解 答 は “ バ カ チ ン ” と

か“ デ カ チ ン ” と か 、全 く 知 ら

な い 訳 で は な い ら

し い 珍 解 答 が

続 出 す る の で

あ る 。 こ の 番

組 を 見 て い る

人 々 の 多 く は 笑

い 転 げ て い る だ

ろ う が 、 中 に は 何 が 面 白 い の か わ か ら ず 困 惑 し

て い る 人 も い る か も し れ な い 。 そ し て 、 今 の 小

学 生 は 、大 人 は 何 も 知 ら な い と 思 う に 違 い な い 。 

か つ て は 知 ら な い こ と は 恥 ず か し い と い う

認 識 が あ り 、 小 学 生 で あ っ た 私 の 質 問 に 答 え ら

れ な い と き 、 私 の 両 親 は 子 ど も に 知 ら な い と 言

え ず 、 困 る こ と が よ く あ っ た と 、 言 っ て い た 。

と こ ろ が 今 で は 、 知 ら な い こ と が 恥 ず か し い こ

と で は な い と 思 う 人 が 増 え つ つ あ る 。 こ ん な 風

潮 に 対 し て 、「 今 の 若 者 は 何 も 知 ら な い 」と 愚 痴

る の は 私 が 年 を 取 っ た 証 拠 か も し れ な い 。  

話 は 変 わ る が 、 私 の 趣 味 の 一 つ は 読 書 で 、 中

で も 中 国 の 歴 史 を 題 材 と し た も の を 好 ん で 読 ん

で い る 。中 国 の 歴 史 小 説 と い え ば 、陳  瞬 臣 氏 が

数 多 く の 作 品 を 発 表 し て い る 。 そ れ ら の 作 品 を

読 ん で い る と 、陳  瞬 臣 氏 の 博 学 ぶ り に 驚 か さ れ

る 。「 四 面 楚 歌 」「 臥 薪 嘗 胆 」 な ど 4 文 字 熟 語 で

お な じ み の 言 葉 の 語 源 と な っ た 数 々 の 出 来 事 が

解 説 さ れ て い る の だ 。確 か に 陳  瞬 臣 氏 は も の 知

り 博 士 で あ る 。 こ ん な 知 識 を 仕 入 れ る と 、 知 っ

た か ぶ り で 誰 か に 講 釈 を し た く な る も の だ 。 そ

の 被 害 者 は 、 と き に 私 の 家 族 で あ っ た り 研 究 室

の 学 生 で あ っ た り す る 。 と こ ろ が 、 そ の 講 釈 が

講 釈 に な っ て い な い 。「 中 国 の ど の 時 代 か は 忘

れ た が 、 某 国 の 王 で あ っ た 何 某 と 別 の 国 の 王 で

あ っ た 何 某 が ・ ・ ・ 」 と い う 具 合 で 、 徳 永 英 明

や 徳 永 家 康 と 答 え た “ も の 知 ら ず 博 士 ” た ち と

な ん ら 変 わ ら な い の で あ る 。 に も か か わ ら ず 、

私 は 中 国 の 歴 史 の  “ も の 知 り 博 士 ”の つ も り で

い る か ら 性 質
た ち

が 悪 い 。 中 国 の 歴 史 は 私 の 専 門 分

野 で は な い 。 だ か ら 、 こ の 程 度 で 許 さ れ る と い

う 低 い レ ベ ル で 妥 協 し て い る の だ 。  
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 人 に は 得 意 分 野 と 不 得 意 分 野 が あ る 。 何 で も

知 っ て い る “ も の 知 り 博 士 ” は い な い 。 全 く 無

知 の 分 野 だ っ て 数 多 く あ る 。 し か し 、 社 会 生 活

を 送 る た め に 必 要 な 一 般 常 識 は 誰 も

が 得 意 と す る べ き 分 野 で あ る か ら 一

般 常 識 な の だ 。 企 業 の 多 く が 採 用 試

験 に 一 般 常 識 試 験 を 導 入 し て い る 。 当

然 の こ と だ と 思 う 。 妥 協 す る レ ベ ル を 高 く 設 定

し た い も の だ 。 大 切 な こ と は 、 確 か な 知 識 と 曖

昧 な 知 識 を 区 別 す る こ と で あ る 。 曖 昧 な 知 識 は

知 識 で は な い 。 こ の 区 別 が で き な い 人 を “ も の

知 ら ず 博 士 ” と い う の か も し れ な い 。 バ カ チ ン

と 答 え る よ う な バ カ チ ン に な ら ぬ よ う 、 日 々 の

努 力 が 大 切 だ 。

    

    

 

 

 

フ ラ ン シ ス ・ フ ォ ー ド ・ コ ッ ポ ラ の 映 画 「 ゴ ッ ド

フ ァ ー ザ ー 」( 1 9 7 2 年 )は 、う ら 社 会 の う そ と う ら ぎ

り が テ ー マ で あ る 。  

主 人 公 が ゴ ッ ド フ ァ ー ザ ー と い わ れ る 理 由 は 、 法

に 触 れ る が 、 確 実 に 儲 (も う )か る 麻 薬 を 捨 て 、 一 般

の 人 々 が リ ス ク が 多 く 、 手 を 出 せ な い 正 規 の 事 業 で

巨 万 の 富 を 得 、 寡 黙 で う そ を 控 え 、 相 手 を 信 頼 す る

こ と に よ っ て 、 う ら ぎ り を 防 い だ こ と に よ る 。  

大 学 は 、 お も て の 社 会 、 ま こ と (真 理 )と 信 頼 で 成

り 立 っ て い る 。 う そ と ま こ と の 間 に あ る 隠 し 事 を な

く し 、 う ら ぎ り と 信 頼 の 間 に あ る 従 順 は 、 大 学 人 、

一 人 一 人 の 人 間 的 成 長 に よ っ て 、 面 従 腹 背 と は 区 別

さ れ る 、 個 々 独 立 し た 人 間 と 人 間 と の 関 係 と し て の

信 頼 に ま で 高 め る 必 要 が あ る 。  

(  K  )  
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